
手児奈霊堂（手児奈霊神堂）

ＪＲ市川駅から北上し、手児奈霊堂に向かう道すがら、京成の市川真間駅近くの踏切にはこんな標柱があった



　　　稲荷神社（手児奈霊堂）入口









正面が稲荷神社







そしてここが、お目当ての手児奈霊堂

参考ホームページ
http://www.tekona.info/

http://www.tekona.info/




　　　　　　木造で銅板の屋根は錣葺きとなっている







　　　　上層の屋根は妻側に廻り込んだ形となっている





　　妻側に廻り込ませるために隅に小さな棟を造っており、妻面の蓑甲がそこにぶつかってきている（破風はずっと手前で上層屋根に下りてしまっている











参考



































　　山部赤人の歌が刻まれている石碑



　　山部赤人や高橋虫麻呂が既報告の下総国分寺に来ていたらしい



　すぐ隣に亀井院という寺院があった



　　　　　折角なのだからもう少し読めるようにメンテしてほしい（歴史と文化財をこよなく愛するさすらいの年金生活者より）

　　解読すると左の写真は北原白秋がここで生活していたころの写真とのこと









手児奈がいつもここに立って水をくんだと伝えられる「真間の井」



　　北原白秋の歌が刻まれている



手児奈霊堂 千葉県市川市在

ぐほうじ




